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日時：2025/11/13（木）19:00～20:30 
場所：大根布公民館 会議室 
参加者数：27 人 
 

● 町長説明 
 
● 意見交換 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【復旧復興・被災者支援】 
Ｑ１．解体後の更地が雑草の繁茂等により荒れ放題となっている。所有者個人では管理も売

買も難しいので、町で更地を買い上げ、売却してはどうか。 
  Ａ１．多くの更地を買い上げることは、町の財政的に難しい。買い上げの予算を国に要

望しても予算は出ないため、固定資産税を減免し、被災者の負担軽減を図っている。
また、解体後の更地に防草シートを敷設するための材料費や施工費に対する補助
制度の創設を進めている。 

 
Ｑ２．復興公営住宅の整備は、鶴ケ丘 60 戸、宮坂 20 戸、西荒屋 40 戸、室 20 戸が予定さ

れているが、現在もそれだけ応募があるのか。 
  Ａ２．復興公営住宅は、アンケート結果を基に少し余裕を見て世帯数、戸数を設定して

いる。鶴ケ丘五丁目に 30 戸のマンションタイプを 2 棟、西荒屋に 40 戸、室は既
に県が建てた木造仮設が 20 戸あり、これとは別に 20 戸、宮坂も 20 戸の戸建てタ
イプを整備する。町で整備する復興公営住宅の戸数は計 140 戸となる。 

 
Ｑ３．タウンミーティングに参加し、地籍再調査のスケジュールが短縮されるなど復興に向

けての動きが感じられたので、この勢いで施策を続けていってほしい。 
  Ａ３．地籍再調査の計画スケジュールが驚くほど短縮され、本当に嬉しく思っている。

しかし、調査後から土地の境界確定がスタートし、並行して液状化対策等も進めて
いかなければならない。復興に向けたスピードを早めていきたい。 

 
Ｑ４．大根布 9 丁目前の県道の消雪装置が壊れたままで、これから冬に向けて心配である。 
  Ａ４．道路の消雪装置については、震災で壊れている箇所は県・町とも把握している。

道路の本復旧に合わせて整備していくことになるが、それまでは機械除雪等でし
っかりと除雪対応することになっている。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【まちづくり・地域振興】 
Ｑ５．町の財政基盤の維持と人口増加の受け皿とするため、中学生の使用部分を除く総合グ

ラウンドの一部を民間不動産事業者等に売却し、宅地を作ってはどうか。 
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  Ａ５．総合グラウンドについては、被災前の状態に復旧することが国の方針であるため
切り売りすることは難しい。宅地開発は、町の将来を見据えた時には必ず必要だと
考えている。 

 
Ｑ６．内灘高校やコンフォモールについても、宅地化や民間事業者と連携して賑わいづくり

に取り組んではどうか。 
  Ａ６．内灘高校については、定員を大きく下回っている状況だが、町内に高校があるこ

とで若い学生が行き来し、町の賑わいに繋がるため、町としては高校の存続を要望
していきたい。生徒を増やすための施策を考えていく必要がある。コンフォモール
については、開業してから 20 年以上経ち、空き店舗が見られるようになった。既
存の町の空き店舗活用補助金の制度を見直しながら、商業ゾーンの賑わい確保に
努めたい。 

 
Ｑ７．河北潟干拓地内の桜並木が、毎年とても綺麗で見物客も多かったが、現在行っている

工事が完成するとどうなるのか。桜をライトアップするとか、椅子を置いたり、歩道を
整備するなど観光面で活用してはどうか。 

  Ａ７．震災を経ても、あの桜はたくましく咲いている。現在は、堤防が沈下し水が入っ
てくるため、県が堤防工事を進めている。道路については、県の堤防工事が終わっ
てから内灘町と金沢市、津幡町で復旧工事を行う。道路の復旧時期については、津
幡町に繋がる道路は令和 9 年夏頃を目指し、全線供用となる見込みである。また、
町では過去に桜見物のための砂利の駐車場を作ったが、写真を撮ろうとする人が
道路に飛び出して危ない状況も見られたので、歩道の整備を県に要望している。桜
のライトアップに関しては検討していきたい。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
【福祉・子育て・教育】 
Ｑ８．国の制度や近隣市町の政策を参考に、若年層の子育て世帯に向けた町の政策・制度を

見直してほしい。 
  Ａ８．財政規模の違いがあるので、他市町と同じ政策に全部取り組むことは難しいが、

そうしたニーズに精一杯応えられるよう、他市町の政策について見識を深める努
力をしていきたい。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【行政運営・財政・住民サービス】 
Ｑ９．班長さんによる広報誌や議会だよりの配布に対し、委託料を払うべきではないか。 
  Ａ９．各公民館に持ち込まれた広報誌などを班長さんが配ることは、まさに協働のまち

づくりの一環だと考える。しかし、こうした仕組みが立ち行かなくなるような時期
に差し掛かってきているということも感じている。特に、被災地では配る人もいな
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い状況であるため、今後どのような仕組み有効か、調査・検討していきたい。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（閉会） 


